
 ２０１１年１月１日の朝日新聞による

と、同社が「教育」をテーマに実施した

世論調査で、９割近くの人が教育予算

を充実させるべきだと考え、「税負担が

増えてもよい」との意見も３割あり、子ど

もの将来を明るくするためには、経済な

どの社会のしくみの改善や、家庭や家

族がしっかりすることが大事だという考

えが合わせて９割近くに上った、として

いる。「子どもの未来守りたい」…という

見出しは私の関心事であり、熱心に読

んだ。今、社会には少しずつ、子どもの

生きづらさや未来への危機感という共

通認識はできつつあるように思う。調査

でも、子育てを社会全体が支援すべき

だという立場に立つ意見が多く、そのこ

とは現政権の認識とも一致し、これから

の子育ての方向を示すものと思えた。 

 

私は３２年間、絵を通して子どもと関

わってきたが、この１５年ほどは特に心

が休まらない。子どもの問題は、個別な

親の努力やがんばりでは解決しないとこ

ろにきている。外で遊び、ゲームに熱中

する子どもの姿を見ていると、一見問題

は見えにくい。しかし、絵などの表現世

界から見ると、２０～３０年前と比べて

線の細さ、構図のまとまりのなさが顕著

であり、そこに彼らの自我の脆弱さが見

えてくるのだ。 

近年、子どもと接していて感じるのは、

彼らの極端な傷つきやすさと被害意識の

強さである。当然に制止されるべき問題

行動（他人を傷つけるような言葉、危険

な行為など）を注意した場合でも、「叱ら

れた」という被害意識ばかりが膨らみ、叱

られた理由には考えが及ばない。叱られ

たら腹が立って素直になれないのは昔の

子も同じだったが、昔はたいてい自分の

非を自覚していた。今の子にはそれがな

く、ただ叱られたことへの被害意識だけが

残る。他者との関係性に何か根本的な

欠如を感じる。では、自己主張はするか

といえば、そうでもない。ワークショップな

どで意見や感想を求めると、拒否ともい

える強い躊躇をみせる。仲間うちで浮い

た存在にならないよう、言いたいことも言

わず空気を読んで同調するのに必死だ。

他人を慮るでもなく自己表現するでもな

い―そんな子どもの姿に、私は本質的な

自我の弱さがもたらす未来への危惧を

感じずにおれないのである。 

 

自分を尊重することと、他人を尊重す

ることは表裏一体だ。だからこそ、子ども

たちにはもっと自分を見つめ、自分を表

現してほしい。その起点として、幼児期の

「らくがき遊び」の大切さを強調したい。 
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実は、「らくがき」が子どもの生活から消

えかかっているのをご存じだろうか？クレヨ

ンや絵の具が部屋を汚すため、お絵かき

は家庭であまり歓迎されない。それでも昔

はあちこちにらくがきをして遊んだものだが、

今は幼稚園や学校に入るまで、本当にらく

がきもお絵かきもせずにきてしまう子どもが

増えているのだ。その弊害は描画表現力

の低下だけにとどまらないだろう。 

冒頭の調査からも分かるように、今後、

子育ての社会化は進んでいくだろう。そこ

で、表現としての自由画・らくがき画を子ど

もの生育に必要丌可欠な要素としてとら

え、育む仕組みを社会的に作っていくこと

の必要性を訴えたい。保健所などで行う２

～３歳児検診の機会に、若い両親に「らく

がき」の大切さや習慣づくりのノウハウを伝

える講座やワークショップを組み込むことが

できれば、少しずつ子どもの生活にらくがき

が復活・定着していくだろう。その一歩とし

て一昨年、家庭や学校でできるアートワー

クを伝える冊子を制作した（裏面に紹介）。 

幼少期の無意味に見える表現行動は、

気持ちを吐露し、意志を伝える機会を子ど

もたちに不えている。そのことを少しでも多く

の人々に伝えるため、関係機関と連携・協

力できる仕組みを作りたいと考えている。 

●小村チエ子（芸術療法士、全日本カウンセリング協議会認定カウンセラー、ライフスキル研究所理事長） 
 

人間としての基礎つくる 

らくがき遊びの大切さ 
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『アートで心の健康をまもる 
ハンドブック』無料配布中 

家庭や学校で手軽にできるアート

ワークをご紹介（A5/32P） 

※送料はご負担ください 

★お申込みは HP より 

 

 
アートスペース子どもべや 

生徒募集中 
池田教室：第１・３(火)16:00-17:15 

＠池田コミュニティセンター 

室町幼稚園教室：第１・３(火) 

16:10-15:30 ＠室町幼稚園 

（同園の年中・年長児対象） 

★お申込・問合せは HP・TEL にて 

研修・講演・ワークショップ講師 

派遣します。ご依頼・お問合せ

は事務局まで。 

●ライフスキル・アート研究会#５

●１月３０日● 

今年度最終となる第５回は、初

の書道ワークショップ。書道講師

のメンバーによるファシリテーショ

ンで、「文豪の手紙を作品にす

る」というテーマに挑戦しました。

芥川龍之介、北原白秋、中原中

也など名だたる文豪の私信を読

み、背景事情などを聞いた上で

自由にイメージを膨らませ、書で

表現。行間から見え隠れする文

豪の人間臭い本音に、想像力も

高まります。とかく堅苦しいイメー

ジが先行しがちな書道ですが、今

回のワークではイマジネーション

の働きが加わり、創造的で表現

的な「書」体験となりました。 

★２０１１年度の研究会は５/２２

スタート。ふるってご参加下さい。 

５／２２ スタート！ 

2011年度メンバー募集！ 
ライフスキル・アート研究会 
日時（予定）：5/22、7/24、9/25、

11/27、1/29(日)13-16時 

会員 1,000円／一般 2,000円 

★お申込・問合せは HP・メールにて 

SUPPORT US！ 
ライフスキルの活動を支えてく

ださる方、ご寄付は下記口座に

お願いいたします。 

■池田泉州 BK池田駅前支店 

普通 6013901 

■ゆうちょ 14060-27579361 

●現場で使える！教員のためのアート研修●１月２６日● 

池田市内の幼稚園・小学校教員対象「アートで心の健康

をまもる講習会」Part2 を実施。子どもとのペアワークを中

心にした Part１（2010 年 10 月・11 月実施）に続き、今

回は教師自身のリフレッシュや自己洞察、自己発見に重

点を置いたワークを行いました。ストレス解消の「イライラ

光線」ワークでは、画面からはみ出さんばかりのビームが

炸裂。続くコラージュでは、何気なく選んだ個々バラバラ

のモチーフが、「あとで見ればそれぞれ繋がっているとわ

かった。点が線になった感じ」などの声がありました。 

わかっているけど、やめられない。言いたくないけど、

言ってしまう。イタチごっこにも似た、大人の子どもの

攻防。「寝なさい」「起きなさい」「勉強しなさい」「片

付けなさい」etc. 言えば反発、言わなければ増長。

そこで、こんなカードはいかがでしょう？目につくとこ

ろに貼って、ビジュアル・メッセージに語ってもらいま

しょう。身につけたい基本的な事柄を絵にしたライフ

スキル・カード シリーズ、ただいま制作進行中です。 

「カード de しつけ」はいかが？ 

ライフルキル・カードづくり進行中！ 

●新年会●１月１２日● 

池田市内の中華レストランにて開催。アッサリ系のヘルシ

ー中華に舌鼓を打ちながら、近況報告や今年の抱負から

気になる時事問題まで、多彩な 

話題が飛び交いました。2011年の 

皆様のご活躍をお祈りいたします。 


